
.: d  

JiI'5 
告書ト 彦 山

可F

• -.  '  雪彦山の景勝をなナ一分子として植物を観察するに
も、植物地理の方面主り之を研究ナるにし山腹以の
樹林帯〈喬木、潜水、 M 木の別等〉と上宮市の崇石帯と
の各方商に豆り汎〈之を踏査して犠櫨類、数量、共発
育及生想、常緑澗葉樹と落葉澗葉樹" " 針葉樹との割合
山林の下寧、走号石上の小糠木. 草本の種類及生態を明
かにナるを必要とすれば今は其時日な< " 僅に昨日登山
路に治ふて植物調査上の経験なき一村民の採集したる
法石地帯の植物を見、ァド本の顕著なる志のにつき其知
る所を開きたるに止まれば之を材料としたる記述は、
英真相を伝ふるに足らざれE 色なほ英一涯を知るに
足ちん。唱司聞甲田ー帆欄糊臨符? で ケナ
6 山腹の下部には栽植せる杉の外にはカシ類〈近畿に

1 産する過4 ' アラ、ウラジロ、ツクパ. . f ，アカガシを有
ーナる色のの如し〉シヒ類共他の常緑i箇葉樹多〈、数種
のカへデ類， " 共他の落葉雑木を混すも上部にはサク
ラ類、モミ、ツ方戸、ネヅの針葉樹に交ふるに若干の落
葉潤薬樹を以てす。 i撞木若しくは泌木状をなナ. かく
へて上部の崇石帯に移行ナ。此院にキサ、ゲの多設を存
ナるは邦内共比を見やと伝主、、我等比種植物の所々に
散在するを以て見て自生なりと見倣したるの諜b ざる
を知るなり。一一一二一一二会曹竺竺4単国国圃園白崎- 司・..  ・同
イハカ tI ミJ アケポノツツジ， ，ヒカグツツf ) ' ，"ホツ
ツジ. イノ、ナシV オホノミシヤグナグ、ミヤマシキ
ミ. キハギ、ナユィキンナナカマド、ツクパキJ ツタ
ウルシ，'. l}-/、ギクf、イナモ F サゥよ
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ー上につき地理的分布より之を考察ナるに、大体に路

ナシ等霊長地位植物の標高此程度の山地に生すもるは近畿
中国に於ける山地. 題例なれE 本州中部に比して考ふれー v  

ば珍とナるに足る。又かクパネ j ヨタユワタリは中国
を以て南限とナる一一・分布は多少注意をひくに足る。‘
アケポノツツタj ヒカグツツ夕、オホパシヤグナグ . 4 a .
y しジ品ギグイイナモ q サ九: : r ノマノタツナミサ守f

，ι ，、

オホパチドメ:" ! 7 'サJ ィハヤナギシダ等援地位植物を有
するは注意すぺ〈就中J アケポノツツタは四国. 九州
にある色本弁lには兵例を見ざるものありイ〈首を見た‘
るのみで其他を見ざれば断言する官置は玄れl:n 播州に
は毛チツツジあり、媛地位植物分布し赤穂の海岸には
菜種類に富み発育上ろじきを以て夙に天然記念物たる
生局あれ隣接せる揖保郡には支那中国以南に産する
= ヤスノ当を産し、暖地位植物として形態の奇に分布
乏しきを以でく伊勢にて〉天然記念物となれる。ムカ
デラシのあるあり， ) } ウキウヨザグラあ 9，又治海地
方にはノヂギグあるを見れば雪彦麓放の地帯を精査せ
ば意外のものなしとせざるぺし。
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〈謎〉 との稿は国代の古磁にあたり母佼福島師範学校 i う場合が多く時には既往の資料を互に比絞し又之を総
同窓会よりの祝賀に対して答えたる富己の植物研究業| 括ナる。植物採集は北は樺太より南は沖縄に及び朝峠
蹟の概要であります。との被告文は他日固有臼本植物| に忠一寸行きました。本土以南は陰岐、佐渡を除きて
地理研究史の準備資料として記録しおいた色のであり| 一通 hまわC て分布根本を得る ζとを心掛けている。

4 私のやった仕事は植物の採集及び之が処理に閉する| 整理して根本莞爾先生にあげたが共後の色のは注意ナー
ζと、共併究調査に関ナる ζとである。比両者は相伴 lペきは之を分ちて根本先生にあげ多くは東京科学博物
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館の謀本になった警である，私が鹿児島県加措木中学
技勤務時代に整理したる其弛の} 組の標本は後藤静香
民の紹介により大阪の桃谷贋』氏の好意を以て酷葉標
捧戸棚と共に京都大学理学部の櫨物標本館に納入する
ととが問来た。之が代備として桃谷氏の出金せる5邸均

次に加治米中掌披勤務時代私4こ
植物研究の構会を与えた色のである。蹄して櫨績の都

ノ転勤し翌年桜島の噴先に出合ひ之が樟暢に与うる欝響ー
を観察する機会を得た。藤井健恭目先生の調査部市

円は田代の日本植物研究の資金となった。之に先って| ふた。又牧野先生を色案内した後に簡草な記録を勝寧
米国の木本都究家ウ牛ル' : / > ' 氏鹿児島に来り希望によ 11こ附した。又立が観察は後年桜島の噴火と植物との蝿
り我所蔵品をみせ又標本一通りを寄贈した。ぞれはア| 係を書《に役立った由
- "..tレト' 植物標本館に収納せられた。又台紙学榊| 三好博士の鞠により本邦九州以北tこ削減地盤
部教授金平亮三氏lこ対し知友堀J [ 唆市民の紹介にで奄| 植物分布衰を作成した。( 史蹟名勝天然記念物紙上£‘
費犬島及神蝿島の木本標本を寄贈し! た。其後の採集品| 掲載〉立が私の天然記念物調査に関係する縁故をなじ" I  

は京大の植物標本館lこ入れ又根本先生iこ寄贈した事は| たもので診る一立がやがて暖地性植物の段階的分帯広
前の如くである。牧野先生を始め専問の学者に研究材- : 発展し私の研究題目の主要なる色のとなった。其一片
料を損保しをととあり其他lこ色所望せられて諸々に寄| は植物分類地理に掲載せ，られ? と. 各地方の資料を整理￥
賂心知まと交換したる ζと色多t，.，o して之に加ふれば立を総括しうぺきに至った。
採集につrれlにこ調査研究を以てするる-ζとは常例であり| 前の時代にて軟野先生を轄して九州一巡の極鞠夏窺
むい、つ色ノ【トを持参して其品品i目を詑入しレ:立之を国B溺g植物 i
分布調査表に登錐して調査の基体資料とするのであ| たた: る色明治天皐の大故にあひ中国tにこ 1 回関きたるのみ
るe 之を明治4紛o年代長崎高等女挙按動務蒔代より纏続| いtに= て中絶じ四園に及ば寸や、尤色 国酌Iじ= ては其後牧野尭皐
したのであった。今時代を逐ふて主要なる色のを挙¥1 の帰国を棋として土佐各地に採集講習会を開〈ととをー
れば熊本師範学校勤務時代4こは阿蘇升輸出を横ぎって| 得た。
別府にゆき、時又人吉より飯野越をとほりて宮崎に行き l 次には上とは関係なぐ原田高官民が毎年夏期に私的

争海をb たって鹿児島民行き指宿をへて山1 f I と行き婦| るととポ多かった。我は常に其講師として関係した其
途を阿久根より天草にとりてかべる。 I業績は九州各地に及びたる肥後の賓館庄を横断じて夏
時県高戦輔勤務時代に州畿の麓刷、阿藤 11ご日向の西北部iこ及びたると、屋久島縦断の大撰集会?
山及市鹿山に採集を棋み、肥前にては舞仙議、多良 1を開きたるが如きは甚尤なる色のであったa 叉其ーた

・岳、豆島、手登岐対馬撃をまありー湿りの採集をすませ 1.る英彦山採集会の帰途大分に立寄切佐伯の奥X り日向
tco かくて最靭の長崎県植物自錐を監修した。立は其| にねけ縦貫の採集会を試みたが蛇行に於て間尾翼谷に
後丹山主郎、千葉営三郎民の鶴輯ぜる長崎県植物自錐| ヤマナジ、; ピハの多産を翻りホゥヲイクグヤクを発見

作成に指導を与えた。又費蚊植物目録は我隼の再建Eに| 毛ミヂカサモ 9 の多産を発見した。! 摘して大分にで和
よりて成稿を見たのであるが、対馬植物につきては原| 同信{ 氏と山本義光氏とにあひ仕る ζとが大分県植物
友一郎氏及我等の採集じl : りて矢部吉積氏の対馬植物| 調査の機縁となった司‘
目録にヒトツパダゴ其他を加ふる処あり其後幾度か援| 穴分県中、小学校総動員植物調査は前記両氏の尽力
集を試みたる外山氏の努力と我の指導によりて宥はれ| 、視さ詳官横尾惣主主民の英断、各都雪辱員の尽力にl : 慢で
た採集会にて知り得たる所を綜合して外山氏によりで、| 出来た患ので私は其採集を指導し標本の検定にあづか
対馬植物目録の出肢を見るじ至った。 . 1 った。其結果としてできた色のは県り植物総目録であ
明治39特問師範学校教鰍倣郎氏の斡捷民主り| る。由来大分県は間ずべき植物に宮み興味ある地方

| であるので祖母由及傾向、久往由、耶馬漢地方〈英彦‘で成立したる英彦山夏期植物採集会に於て牧野富太郎|
| 山、犬岳を合む〉豊予海峡地方なE 精査せられてあ

先生を轄するを得爾来九州を一巡して同様の計画を実 I
j  | る。祖母肉は日向側 k りも精査を加へられた。比較高野

討するの議を決し制年まで嘆行じた私は其主勤者であ|| 究のため肥後の内大臣向や日向の尾鈴山をみて植物毘
り二、三度は私が其幾分を代理した。比挙は九州の植| 録をつくるa

植研究強進むる上に於て歩かb ざる効果があったe 両 | 之につぎて愛媛県下全部の植物採集指導の構会を得
して牧野先生の豆島採集旅行は税の採集報告に刺戟令| て、山本一氏、緒方松蔵民等と先覚者の跡をつぎて揚九
b れた色のであった・ 査し知る処多かった. 衣の時代に後進輩出して研究贋

園田 14，-
，# 



"  K  .• 

，"'"i 

、
"  

ゆ

九州植物の分布拐をほピ知り得たりと思ひたるによ /1 . 秋期大演習に伴ふて行はれた諸県の植物調査まづ岡
り「九州植物地地概論」をまとめた。九州大学を会場| 山県に行はれ範を大分県の総動員植物調査にとった色
として行ばれたる穴日本学術協会講演会に之を演述し
英雑誌に掲載せられた。
〈設〉 日本学術協会報告第 4 巻記載昭和 3 年
森林植物調査鹿児島大林区暑の委既により緩島森

林調査をなし同じく又屋久島森林植物を調査した011
天然記念物調査 内務省及鹿児島県の賜託としてヘ
ゴ、 y テ、ツ、ビロウ、ナタチレノキ、クスノキ穴水、

ので植物股菜採本を作製し植物目録をつくった事にか
はりはない。岡県の櫨物研究は牧野先企との関係色あ
り篤志者ありて前後につ Y ぐ、吉野主主助氏は共尤なる
色のにて山口国太郎、坪井近三、小坂弘、共イ也の諸民・
輩出して目録をつくり分布調査をなし分布地図を認あ
た我は常に比等と接触を保った ・e
熊本県は之につ〈¥ 上妻博之氏、前原勘次郎氏其他

キヅヨサゥ、. ノカイグ? 及屋久島保護林は鹿児島大林| の篤志考輩出し今に併究をつどける両者ば共に植物自
区暑の設定した色 b でほど屋久島植物を網羅するが故| 鋒の名著あり、我とは師弟の関係ありて接触を保つ爾
に広く会島の植物を調査じて、英代表的なるを認めて| 来上言語民の記念採集会は近く 98凶に遣すべし
報告したれば共設定区域が指定せられたのである。其 ( 設現在は271回〉
他鹿児島県にありては会県を調定し天然記念物と考察| 、福井県また之につ守本県の植物調査は堀芳考兵其他
ずべき色のを挙げて報告書を認めた。また持に陵地位| の篤志者あり学検教員の特代熱心なりし為良好の成績

奄美大島及沖施植物を観察したて県は之を告知したるほどなり。作成したる目録色分
、大分県にては内務省宇岡県の嘱託とじて累干i}国有林| 布地図色理想的であτったと恕ふ。分布地図には県の植
を調査した。又各種の天然記念物調査に関与した。ヨ| 物地地概論を添えた。
長崎県嘱託としてはヘゴ、ピロゥ、 y テッ、タナパ |ι 宮崎県の調査は地域大なるに拘はらすエ採集指導短期

. ナ、ナタデレノキ、 ρ マヂシチャゥ、其イ也の離島に於! な引しをw . . て徹底せきfるの憾ゐりし sなほ注窓ナペき
ける暖地J陰植物を調査し報告書を提出した。マ | 植物の分布を調査し分布地図をかき長女の説明を認、

‘、， 

J  

し。必時代には毎年 1;2 図の王寺的出張あり、営林局の| ぅ三重県の調査大演習を機とじて行はれたる三重県 f
会委嘱による出張あり、叉大演習等の機会に地方の植物| 高等農林学校の調牽を援助し矢頭献ーえのっくりたる
調査を行ふて天覧を仰ぎ奉 bん為採集指導の出張あ| 目録を補修し分布地図を認めたが時局のたb 中止せら e

り、植物I司好会に定期的採集指導あり各地方博物見界1 れた。由来三室県植物は本草学者によりて夙に研究せ一.
の採集指導を求むる色の多〈、かくて採集旅行は行き| られたもので頗る奥Eまあり、槌賀安王子、伊藤武夫、 λI、
豆り四閣の残りをナませ近畿と中国とには次第に及ぼ| 出哲夫、安井直康、孫福豆、7 1 < . 谷盛立兵によりて地方
ずζとが出来た。脊泉山脈の高山に色圭去る ζ とが出来| 別に調査せられた目銭其他の蓉1 ! f もありタト帯地方に分

v 北陸、北海、関東に及ぼし東北、北海道、棒太に色及| 布ナる植物の推移は注意ナペき志のであり我は矢頭氏

たねばな同。ー ' - 判剛 | 森林核物調査熊本営林局、大阪営林局、東京営林局
先づ挙< . べきは汎太平洋学術会議後、見学すべき箇| 、鳥取蛍祢暑の委拐によりて之を行ふ、熊本営林局の
阪の調査である。我穴学で引き受けたのは「噴火と植物| ためには、大限牛島地方、阿蘇外翰山、内大l臣μ!の採

揚教授と共に調査し英文民てパンフレツトをかいたQ 1 都の高山、北陵地方、山陽地方に之を行ひ、} l [ 本署及:
次には | 鳥取暑には主主所管内の国有林に之を行ひいづれ色目録

き植物の標本及生品と共に天覧に供し奉った。私は脆| 湿り踏査し芳手県宮城県に色及ぶ
事に関係ナる事が問来た為数時間陛下と共に御召艦の 1 e 近畿植物同好会毎兎採集会を閲〈地域内の採集指導 1
甲板上K 居る ζとの光栄を許された。甲板の卓上に隠| 及植物調査のため夏期等には高山や遠隔地にゆく事あ
列したるを河越高等農林学校教授が一時間にわたり、 I  
説明申上l夕、その後で私は鹿児島県の暖地位植物の分| 設、成る0・郎会は特志者数名の支持によりて維持せらる
布につきて17分間にわたり説明市上げた。( 植物目録、! る色のである。 4 ゆ1
分布地図並に説明書は奉呈し植物日銀は京都大学理学 I y 年々連続して閉会せらるる色のに数者あり其ーは兵

a刷 . .  
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庫県博物学界lこて宍粟郡奥谷国有林中艇越山の採集会
等は其採集記事ψ植物目録が会昔、に掃輯ぜられたa 叉
播屠植物仮目録が出版せられた、又篤志者あって其地
方の目録や分布地図を作っている田口美智太郎氏の但
馬植物目録があり、商摂地方と六甲山霊を合み牧野先
生中向島吉五郎氏の援集其俄石川栄立助氏の綿密なる
・踏査百億色ありて分布分明にな Pたるを以て我等は分
布地図を再起した。

物誌編輯の闘的を以て近年潤ついて採集会を関かれ近
〈完結を見んとしている其他福井県、岐阜県、長崎県
の博物学界等にて年々採集負が関かれ又四聞、中園、
近畿、北陸の各地にて関かるる事多. < 枚挙に遺書!'>T

官Jf I 純斡 J 奥能登植物誌，
古藤 源‘越中婦負郡植物誌・
杉本照一- 植物目録並lこ植物地理に関ナる数種ta，¥"

著書
右の丹にも各地方で指導を与えたうちには、目録を揚
纂し叉雑誌に発表する人はいく b もある。私は
集のたあ多年に豆り各地を旅行して相会ずる人 -々 . - - .. 
導し、又質疑品や寄贈品を見る機会が多かったので犠ヘ
方に婚ザる鷺志の研究家は大抵其人と集積を知つでf納 ¥

る。之を自分が直、間接に関係じたaのに加ふればいピ
中がて自舟を主& ナる厨有日本り植物地理研究奥とい
ふペ者色のができJるであちふと思ふて其機会をまつi C
居るY、荷して我帯。研究はなぽ前進して其内容を滞賓

すも、' 前記以外に指導を与九? とる人々の著述をあ「れば| ナペきであるから地方研究家と共同L て分布を調ペst 、、
左の如し
日高靖ー 多良岳植物

r  

土井英夫 鹿児島県植物蕗〈数種〉
吉岡重夫 企教郡植物龍
中島一男 福岡県植物誌〈牽肢、対馬事其他〉. 一
清原善太郎 盤予海峡植物誌 J

緒方棒繭 市南北宇和郡描物蕗
山下幸 . 荷予植物誌
〆八木繁一 愛媛県植物鶴
金吾一角 周桑郡植物誌
南部近一 徳島県植物誌
村田主計 関門植物分布地図，
池田義成、矢野厚 秋吉台植物呂錐及分布祖国
岸野頼三郎 J 丸山厳 島根県横物目録

93貰土り続〈
党。
(1) 性比の調査を V f.とヨシマずY ゴロウタト数種にお

。〉それらの種iごおいては. 時間的飛来曲線に性に

骸き与するものと措定される.
(3) 飛来敷の気温lこ対するE 相関が比較的若し< - '  

特に冷諒の挟iこおむ叱は最色若しも、ー

布地図、目鍛をつくる等のととをしたいと恩ふてい
る、今研究題目とすべき事のを尊重，r : れほ次の如〈で事
る。

(匙〉 研究題目省略
富民

ふ程度にもか出来なかったから今から為すべき仕事が
議い其成否は要するに年用の問題であるが研究事項は
互に蓮絡している。或程度のまとめは由来. t ラ。され
E いぎまとめをつげるとなちば現地を再び踏査せむほ

遺産があ哲変遷があって検討を要するかち其判断の容
易ならぬ色のがある。而して郷国より北の方にか耽てτ

は前記の如〈研究たほ不充分散今後互に奮励してー還
の調査を遂行せ' ねばならぬとJ思ふー Jj稿

2. 井上' 寛 (1950): 夜間採集. 新昆虫‘ 3(り
3. 加辺2正明. (1951): 森林容底入としてのそモゴ守グラ
ノメイガの燈火に飛来大る型の地帯の遣い_ . 新昆-

h 虫、 4く8)，昆虫、 t未刊〉
4. 野村健一 (1931a): 屋久島に於る蛾類の趨浩性に

丸一一.(1937b) 蛾類の趨先性に就いて. 応用動
物， 9(6) 
6. 潜水恒久・大野E 夫 -(1949): 笹党欝蛾置に対ナる

(4) 飛来に対する漏度の彰響は明らかでない. ヒメ ::a jlネの趨光性活動. 昆虫、 22 (5) 
くり霧のような僅かな船主ほとんE 飛来を妨げ争、 11・宝貫浩一夜久春夫〈閉め2 欝蛾舶こよる趨先住

高温無風ならば! t 々の南でもかなりに飛来する一しか il  昆虫に腐する調査成績、樺太庁中央試験既報告ー
し霧雨のために飛来が噌加するというととはない。 I 11. (6) 晴さに対し負相関が馨しくあらb れ. 月明のあ|I  る方が飛来が多いo f  σ〉風の彰響毛穴き〈、飛来を妨げるととが馨し I ' こ就いて. 植物及動物_ 7(7) 

場帯当ヒ献 ¥  、 |  て、農事試験場筆紙 2(4)
1. 江口、貫 (1932): 誘蟻燈成績、，朝鮮総督府農事1 ( 110.山本義丸i く1951): 壁光欝蟻燈に飛来ナる水棲甲
J 験場糞報ー 1(1)‘〈直接参照せ令) 虫の趨光性活動〈第 1報入応用昆虫_ 7(1)' ¥  

一指ー


